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こたんばつぼ　古丹波壺

篠山城大書院葉菊紋章

市指定
所在地：河原町

市指定
所在地：新荘

まだ釉を使用していな
かった釜屋（産地）初期
の作品で、赤褐色の地肌
に、灰緑色の自然釉がか
かっている。
「慶長十八年（1613）

二月吉日上吉右門源十兵」
の刻銘が残り、花押も刻
まれている。
製作年のわかる丹波焼
の名器である。

木彫りによる紋章であ
る。篠山城大書院北側の
車寄破風

は ふ

にはめ込まれて
いた。
葉菊は篠山藩主青山家
の家紋の一つで、寛延元
年（1748）、亀山（京都府
亀岡市）より転封の際こ
の紋章を大書院破風には
め込んだが、明治の廃城
によって取り外し、旧藩
士に払い下げたものであ
る。
縦26㎝、横33㎝、厚さ
2.4㎝。

ささやまじょうおおしょいん
はぎくもんしょう


